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Micro Reactor Items
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加圧気体流量制御装置

ガスブースター

気液反応装置を用いた加圧系フロー反応

気体
種類

流量
範囲

お客様の仕様により

カスタマイズ
対応可能

0.16mL/mim

マイクロミキサー（α型）
流路幅：600μｍ

バックプレッシャー
レギュレーター

加圧気体流量制御装置
0.94mL/min

加熱装置（RTU内臓）
１００℃
i.d.=1000μｍ
length=10m(7.85ml）
residence time=7min

CO
16atm

一酸化炭素を用いたカルボニル化反応への適用例
n-Bu ＮＢＨ

ＭｅＣＮ

85％

OH

V-65( ラジカル開始剤）
4 4

ؙ高圧状態दभ気体流量भコントローঝऋ可能！
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圧か
ら超高圧まで超小型ऩऋै最大भ圧縮比を達成

エネルギー
効率超小型
良

メンテナンス

コスト

小

ك吸入圧0.　MPaदؚ30MPaभ吐出圧ق

マルチड़イঝフজーद
各種फ़५भ圧縮ऋ可能
高圧फ़५保安法適合製品 

化炭素や水素ؚ酸素等भ気体を用いた反応म広く有
機合成प活用さोथいます؛
加圧気体を用いた反応をフロー系द実施すॊ場合ؚ
そभ流量を厳密प制御すॊこधऋ重要दす؛
本気体流量制御装置を用いथPｄ触媒पेॊढ़ঝボ
ニঝ化反応やছ४ढ़ঝढ़ঝボニঝ化反応を
効率的ऊつ簡便प実施すॊこधऋदऌました؛

加圧期待流量

制御装置と

セットなら

高効率

ミキシング

低圧力

損　失

ディーエイチ

 DH 型ミキサー ドリルホール方式により最高クラスのミキシング効率と低圧力損失を共に実現

材    質 : ハステロイ・SUS
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ミキシング効率

β150 型（150μｍ）

α80型（80μｍ）

DHM（60μｍ）

200µm
400µm
600µm

選べる流路幅

アルファ

 α型ミキサー 反応から抽出まで高い汎用性

ミキサー断面図

同一設計

High Performance 

自社製ダイヤモンド工具による
微細流路形成技術精密加工技術を活用した高性能マイクロミキサー群  



こोऽदपऩऊった薬॑創ॉ出す一連भ過程َ॑創薬ُध呼びऽす؛そभَ創薬ُपउけॊ最初भ५
ॸップदあॊ基礎研究दमؚ 研究対象物質भ中ऊै数百万धいう膨大ऩ数भ化合物合成॑行いؚ薬
भ“ुध”धऩॊ化合物भ候補॑絞ॉ込॒दいऌऽす؛そभ中दؚ薬धしथभ効果ऋ期待दऌؚ毒性भ
少ऩい物質ऋ次भ開発५ॸー४प進॒दいऌऽす؛現状म人手पेॊ古典的ऩ新薬探索भたीؚ 多
大ऩ時間ध労力ऋ必要दؚ結果धしथ薬剤費भ高騰ؚ製薬ওーढ़ーभ競争力低下धいう課題ऋ浮ऊび
上ऋっथいऽす؛

当社मؚこोऽदप様々ऩ産業用設備॑作ॉ出した装置開発技術धؚ当社ऋ最ु得意धすॊ特殊材料
へभ微細加工技術पेॉ国産初भঐॖクロজ॔クター३५ॸ঒॑開発しऽした؛そしथؚこभঐॖク
ロজ॔クター३५ॸ঒॑ベー५प2016年1月ेॉ産業技術総合研究所バॖड़ওॹॕढ़ঝ研究部門ध
手॑組ाَؚ創薬ُभ基礎研究पउけॊ現状भ課題॑解決प導く 革新的プロ४ェクॺ॑५ターॺさ
せऽした؛

受託合成・受託研究

日本薬学会ؙ第 13、 年会     
َ自律型医薬候補化合物自৿探索装置：  自৿設計ध自৿合成ऋ融合すॊ高効率ऩ医薬候補化合物探索भ幕開けُ

Undertaking the synthesis and reseach for drug discovery

医薬候補物質の探索期間॑大幅प削減
3　5日24時間自৿運転可能ऩِ自律型自৿探索装置ّへの発展

創薬研究プロセスにおける
医薬品探索工程の研究・合成を加速

創
薬

当社भ保有すॊフロー合成技術ध国立研究開発法人産業技術総合研究所भ保有すॊ最先端भ創薬技術
भ融合पेॊ365日24時間自৿運転可能ऩَ自律型自৿探索装置ُभ共同開発॑行っथउॉऽす؛
医薬候補物質探索期間॑大幅प短縮すॊこध॑開発目標धしؚ新たऩ薬ऋ必要धさोॊ患者様प一刻
ु早く新薬॑उ届けすॊこधؚ製薬分野पउけॊ国際競争力भ強化प寄与すॊこध॑目指した革新的
プロ४ェクॺदす؛
そभ成果॑ुっथؚ製薬会社भ皆様や創薬॑目指す公的研究機関様पउけॊ医薬品探索工程भ研究・
合成भ加速॑強力पサএーॺしथऽいॉऽす؛

株式会社中村超硬

微細加工技術 フロー合成技術

マイクロリアクターシステム

＋
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課題解決

基礎研究
数万種類धいう膨大ऩ数の

化合物合成॑行いؚ
新薬候補物質ق成分॑ك絞ॉ込॒दいく

基礎研究

臨床

薬

3～ 5年

3～ 7年

1～ 2年

年گ～ڮ

新薬が
できるまで

手技प依存すॊ探索
中国等の海外への委託

「創薬」の基礎研究における現状の課題

前臨床

承認

現状の課題

マイクロリアクターの自৿化 創薬の知見॑システム化

産総研

201　.1 共同開発スタート

株式会社中村超硬 国立研究開発法人
産業技術総合研究所

バイオメディカル研究部門
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